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GLI WG で は 、 位 置情報管 理機 構で あ る GLIシステム の 実運 用を 見据え 、 広域

分散運 用実験を 開始した 。 本稿で は 現在、 定常運 用を して い る GLIシステム の 広

域 分散運 用実験に つ い て 述べ る 。

1 広域 分散運 用実験と は

GLIシステム は 大量の 移 動体の 位 置情報管 理を 目的と した システム で あ り 、 大

規 模管 理に 対応す る た め に は HIDサー バ お よ び エリ ア サー バ の 分散化が 必要と な

る 。 そ こ で 、 複数の 拠点に エリ ア サー バ を 分散配置し、 よ り 実際の 運 用形態に 近い

形で システム の 運 用を 行う 広域 分散運 用実験を 実施す る 。 広域 分散運 用実験で 構

築した 環 境は GLIシステム の 改良お よ び GLIシステム を 利用した ア プ リ ケー ショ

ン の 研究 開発に 利用す る 。

2 目的

GLIシステム の 動作検証

GLIシステム の 実装お よ び 基 本的な動作確 認は 既 に 完 了して い る 。 しか し、 よ

り 実運 用に 近い 環 境で GLIシステム の 動作確 認を 行い 不具 合を 解消す る こ と に よ

り 、 システム を さ ら に 安 定化さ せ る 必要が あ る 。 ま た 、 マ ニュ ア ル の 整備など 実

運 用時に 必要と なる 事項の 把握 を 行い 、 ノ ウ ハ ウ の 蓄積を 図る 。

システム の 定性的・ 定量的評価

エリ ア サー バ は 地理的領域 を 管 理領域 と す る た め 、 サー バ の 分散化は 各地域 の

移 動体の 数等を 考慮す る 必要が あ る が 、 エリ ア サー バ の 分散形態に 関 す る 検証は

未実施で あ る 。 そ こ で 本実験環 境を 利用して 評価を 行い 、 GLIシステム の サー バ

群の 効率的なトポ ロ ジや 必要な分散数と い っ た 実運 用に 必要と なる パ ラ メ ー タお
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よ び サー ビ スクオリ ティ の 導出を 行う 。 ま た 、 システム の 問題点を 把握 し、 今後

の 研究 開発課題と す る 。

テストベ ッドの 構築

GLIシステム を 利用した ア プ リ ケー ショ ン の 開発や GLIシステム の 検証に 利用

可能な環 境と して 定常運 用環 境を 整備し、 研究 開発の 効率化を 図る 。

3 実験環 境

GLIシステム の 分散運 用体制と して 、 慶應義 塾大学湘南藤沢キャ ン パ ス (慶應

SFC)、 慶應義 塾大学矢上キャ ン パ ス (慶應矢上)、 電気 通信大学 (UEC)、 奈良先端

科学技術大学院 大学 (NAIST) の 4拠点で エリ ア サー バ の 管 理を 行う 体制を 整備し

た 。 ま た 、 HIDサー バ は 慶應 SFC に お い て 一 元管 理体制と し、 登録サー バ 、 正引

き 検索サー バ 、 逆 引 き 検索サー バ は 各拠点に 配置した 。

3.1 エリ ア サー バ の 分散化

GLIシステム に お い て エリ ア サー バ の 分散化は 地理的領域 に 基 づ い て 行う 。 つ

ま り 、 緯 度・ 経度を 基 に 各サー バ の 管 理領域 が 決定す る 。 具 体的に は 緯 度・ 経度の

単位 で あ る 度・ 分・ 秒の 値を 利用して 3階層の 分散化が 可能で あ る 。

本実験で は 、 ル ー トサー バ を 慶應 SFC に 設置し、 度レ ベ ル を 管 理す る サー バ を

NAIST と 慶應矢上の 2拠点に 、 関 東地域 を 分レ ベ ル で 管 理す る サー バ を 慶應SFC、

慶應矢上、 UEC の 3拠点に 4台設置した 。 各サー バ の 管 理領域 は 、 GLIシステム

の 登録クラ イ ア ン トを 搭載した 車両の 走行区域 を 基 に し、 車両が 各サー バ の 管 理

領域 を 効率的に 移 動す る よ う 考慮して 決定した 。 エリ ア サー バ の 分散形態を 図 1

に 、 各エリ ア サー バ の 管 理領域 を 表 1 に 示す 。 ま た 、 各サー バ の 管 理領域 を 地図

上に ま と め た も の を 図 2 に 示す 。

3.2 位 置情報の 登録

広域 分散運 用実験で は 実デー タに よ る 位 置情報の 登録も 実施す る 。 イ ン ター ネッ

ト自動車WG と の 連携に よ り 、 イ ン ター ネット自動車WG が 保有す る 実験車両に

GLIシステム の 登録クラ イ ア ン トを 搭載し、 GLIシステム へ の 位 置登録を 行っ て

い る 。 ま た 、 イ ン ター ネット ITS協議 会の 協力に よ り 横浜市営 バ スに GLIシステ

ム の 登録クラ イ ア ン トを 搭載し、 常時GLIシステム へ 位 置情報が 登録さ れ る 環 境

を 実現して い る 。
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図 1: エリ ア サー バ の 分散形態

レ ベ ル 管 理拠点 管 理地域 緯 度・ 経度

root 慶應 SFC 下記 以 外の 全領域 -

度 NAIST 西日本 (北緯 20度, 東経 120度) ∼

(北緯 50度, 東経 137度)

度 慶應矢上 東日本 (北緯 20度, 東経 137度) ∼

(北緯 50度, 東経 150度)

分 UEC 東京都調布市周辺 (北緯 35度 35分, 東経 139度 20分) ∼

(北緯 35度 60分, 東経 139度 39分)

分 慶應矢上 東京都千代田区周辺 (北緯 35度 35分, 東経 139度 39分) ∼

(北緯 35度 60分, 東経 139度 60分)

分 慶應 SFC 神奈川県藤沢市周辺 (北緯 35度 0分, 東経 139度 20分) ∼

(北緯 35度 35分, 東経 139度 35分)

分 慶應矢上 神奈川県横浜市周辺 (北緯 35度 0分, 東経 139度 35分) ∼

(北緯 35度 35分, 東経 139度 60分)

表 1: 各エリ ア サー バ の 管 理領域
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図 2: 広域 分散運 用実験の 環 境

4 結果

GLIシステム の 動作を 検証し、 分散運 用時お よ び 連続稼働時に 発生す る 数個の

不具 合を 修正した 。 ま た 、 システム の 起 動や 設定を 容易 に 行え る よ う マ ニュ ア ル

を 整備した 。 そ の 後 2004年 9月か ら 現在ま で 継続的に GLIシステム を 運 用して

い る 。 イ ン ター ネット自動車WG が 保有す る 実験車両に よ る GLIシステム の 登録

サー バ へ の 位 置情報登録要求 の 様子を 図 3 に 、 実験車両の 検索結果を 図 4 に 示す 。

図 3: 位 置情報登録要求 の 例
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図 4: 正引 き 検索結果の 例

5 今後の 課題

本年度GLI WG で は 本稿で 述べ た 広域 分散運 用実験の 環 境を 利用して 、 GLIシ

ステム の 動作検証お よ び ソー スコー ドの 修正、 web を 利用した ア プ リ ケー ショ ン

の 研究 開発など を 実施した 。 今後も 本実験環 境を 維 持し、 次に 挙げ る 本年度実施

で き なか っ た 事項お よ び 本実験で 明ら か に なっ た 課題に つ い て の 検討を 進め る 。

定量的評価 イ ン ター ネット自動車WG が 開発した HAKONIWA を 利用した 実験

を 行い 、 GLIシステム サー バ 群の 分散数や トポ ロ ジと い っ た パ ラ メ ー タの 導

出を 行う 。

GLIシステム サー バ 群の 管 理の 自動化 エリ ア サー バ お よ び HIDサー バ の 管 理領

域 の 変更を 動的に 行う 機 能の 検討を 行う 。

ソー スコー ドお よ び 仕様書の 公開 本実験に よ り 安 定化した ソー スコー ドお よ び 仕

様書を 公開す る 。
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